て 行った のではなかった が、 観ても いいと いう 心 持で、 

列の 最後の 方に まわ つ て 傘 を さした まま 往来に 立 つ て 

いた。 

「ちょいと、 まだ 大丈夫よ！ ホラ、 見なさい つてば 

…：- 」 

その 横丁へ どこかの 家の 裏口が 向って いて、 そこの 

ガラス戸が 開き、 そこから 女の 首が のぞき、 高い 声で 

姿の 見えない 誰かに 云って いる。 その 女の 顔 は、 うし 

ろから 灯 かげが さして アスファルトの 上に 落ちて いる 

から、 こっちから は 見えない。 

一番お しまいであった 私の 後に、 若く もない 男が 又 
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